

































































































































林道書院新社1980年171, 279頁，G.W.F. Hegel, 
Grundlinien der Philosophie des Rechts,Hegel 
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12 Bryan Casey, Amoral Machines, or: How 
Roboticists Can Learn to Stop Worrying and 

















































































































































で は， そ も そ も 人 工 知 能 は， 倫 理










































































の自分，1 分後，1 時間後，1 月後，1 年
後，10 年後の自分を比べてどれだけの差
異を発見できるかが未来予測である。容
易ではないことは論を待たない。過去で
も同様である。一秒前の自分を過去とは
思えない。過去と現在に瞬時の差異は見
いだせないからである。時間が変化する
以上，倫理も時代と共に変化するという
ことである
さらに，地域，構成集団により倫理は
異なり得る。倫理に期待する普遍性と矛
盾するが，これも宿命である。地域差に
おいては，アメリカと日本では倫理観が
異なっても当然である。構成集団が変動
要素になることも当然である。倫理は，
この地球上の或る地域の或る集団が或る
時代に共有する社会規範である。よっ
て，倫理を形作れるのは或る集団の構成
員の価値観である。その価値観が一致す
るのであれば，それが倫理ということに
なる。
普遍性を期待できない倫理という社会
規範を持ち出すべくもなく，人工知能の
なすべき振る舞いを望ましい形で制御で
きればよいのであるから，これを倫理と
呼ぼうが，ルールと呼ぼうがなんでも良
いのではと考えることも可能であろう。
しかし，人工知能をはじめ先端科学で求
められているのは，人類が伝統的に使い
分けてきた社会規範としての倫理であ
る。人工知能といった先端技術を開発す
る人間に対しての倫理である。
この伝統的な倫理という社会規範に新
たな要素を組み込むことで，よりよい倫
理が生まれてくることに期待したい。そ
のためにも，この分野の研究は，人工知
能のみならず，哲学や認知科学といった
学際的な研究が求められるのである。
－ 23 －

